
 

 

地域開発みちの会Ｄブロックは、平成26年6月から7月にかけて、「子育て支援に関するアンケート」を実施しました。 

子育て中のお母さん、270名の方から回答を得ることができました。最後にアンケート設問一覧を掲載しています。 

 

 



 

 

4市町（半田市・大府市・阿久比町・東浦町）のいずれも、30代の方が一番多いです。 

 



 

 

子どもは2人、1人、3人の順に多いです。 

 



 

 

小学生以下のお子さんのいるお母さん方にアンケートをお願いしています。 



 

 

「主に子育てしているのは母親である」という回答が、100％近くありました。 

厚生労働省では、「イクメンプロジェクト」の一環として、平成 25年 7月に男性の育児参加を積極的に促進しつつ、業務改善を図る

企業を表彰する「イクメン企業アワード」を創設しました。 



 

 

イクメンという言葉が聞かれるようになりましたが、父親の育児時間は諸外国と比べるとまだまだ少ないです。 

「イク○○」、「○○メン」が単なる流行語で終わらないよう、広く世の中に男性の育児参加や働き方の見直しの意義が浸透し、実際

の意識や行動に影響が出てくれることが期待されます。 



 

 

「母親が産休、育休を取った」人の2倍近くが仕事を辞めています。また、正規雇用からパート職に変わったなど、ほとんどのお母さ

んに勤務の変化がありました。 

父親も育休を取れますが、民間企業男性の育休取得率は2.63％（2011年）です。平成26年4月1日取得から180日間は賃金の67％

（3分の2）、181日以降は以前と同じ半額支給の育児休業給付金が出るようになりました。 



 

 

 

 



 

 

 



 

 

育児休業法は正規雇用にのみ適用されます。 

育休の取得や期間は、職場環境の他に保育園入園が確保できるかも影響します。 

 



 

 

9時5時の一日8時間週40時間の定型的労働時間は、子育てと両立しないことは経験的に証明されています。 

 

 



 

 

愛知県は「あいちイクメン応援会議レポート2014」を作成し、2015年２月「あいちイクメン応援サイト」を開設しました。 

企業向けに「イクメン・イクボス応援企業５つの心得」を掲載しています。 

 



 

 

いざという時に祖父母や友人などのサポートがあると助かります。 

預けるところがない人もいます。普段からファミリーサポートなどの利用を検討しておくのも一つの方法です。 

 



 

 

 



 

 

子育てについて、夫や両親など身近に相談できる人が多いです。また、保育士、子育て支援センター、保健センターなども利用され

ています。 



 

 

出産離職後、不況で、子どもが小さいうちに働きに出たい母親が増えています。 

0歳児から2歳児までの保育、延長保育、夜間保育、病児保育、障害児保育が不足しているので、待機児童が増えています。 

 



 

 

市町のホームページを検索したり、広報を利用するのもよいです。また、保健師さんの訪問もあります。 

 



 

 

 

 



 

 

３ヶ月健診などの乳幼児健診、子育て支援センター、児童館などの利用が多いです。 

保育園開放を利用したり、託児付講座を受講する人も多いです。 

 



 

 

設問15の記述は別紙をご参照ください。いろいろな意見をいただきました。 

 



 

 

アンケート調査結果は、同年（2014、Ｈ26年）10月の地域開発みちの会主催の「議員と語る会」で報告しました。地域の課題について

共有できたと思います。 


